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             議事日程（第５号） 

                 平成２３年９月２０日（火）午後３時開議

１．出席議員は、次のとおりである。

   １番 高 橋 道 弘 君    ２番 高橋真一郎君    ３番 鴫 原 利 光 君

   ４番 高 橋 道 也 君    ５番 菅 野 清 一 君    ６番 齋 藤 博 美 君

   ７番 昆 久美子君    ８番 菅野意美子君    ９番 新 関 善 三 君

  １０番 黒 沢 敏 雄 君   １１番 三 浦 浩 一 君   １２番 五十嵐謙吉君

  １３番 石 河  清 君   １４番 遠 藤 宗 弘 君   １５番 高野善兵衛君

  １６番 佐藤喜三郎君

２．欠席議員は、次のとおりである。

   なし

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者は、次のとおりである。

     町    長  古 川 道 郎 君   副 町 長  永 田 嗣 昭 君

     総 務 課 長  高 橋 清 美 君   企画財政課長  菅 野 浩 市 郎 君

     町民税務課長  高 橋 良 之 君   会 計 管 理 者  佐 藤 修 一 君

     保健福祉課長  佐 藤 真 寿 夫 君   建設水道課長  沢 井 一 雄 君

     産 業 課 長  沢 口  進 君   教 育 委 員 長  佐 藤 捷 善 君

     教 育 長  神 田  紀 君   こども教育課長  仲 江 泰 宏 君

     生涯学習課長  松 本 康 弘 君   総務課長補佐  大 内  彰 君

４．職務のため出席した者は、次のとおりである。

     議会事務局長  佐 藤 光 正   書    記  橋 本 文 雄

５．会議事件は、次のとおりである。

   会議録署名議員の指名

   請願の審査結果報告

   付託議案等の審査結果報告

 議案第８４号 平成２２年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定について

        （討論・採決）

 議案第５７号 平成２２年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

        （討論・採決）

 議案第５８号 平成２２年度川俣町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

        （討論・採決）

 議案第５９号 平成２２年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
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        （討論・採決）

 議案第６０号 平成２２年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

        （討論・採決）

 議案第６１号 平成２２年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

        （討論・採決）

 議案第６２号 平成２２年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

        （討論・採決）

 議案第６３号 平成２２年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

        いて（討論・採決）

 議案第６９号 平成２２年度川俣町水道事業会計決算の認定について（討論・採決）

 議案第７０号 平成２３年度川俣町一般会計補正予算（第５号）（討論・採決）

 議案第７１号 平成２３年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

        （討論・採決）

 議案第７２号 平成２３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）

        （討論・採決）

 議案第７３号 平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

        （討論・採決）

 議案第７４号 平成２３年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

        （討論・採決）

 議案第７５号 平成２３年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）

        （討論・採決）

 議案第７６号 平成２３年度川俣町水道事業会計補正予算（第２号）（討論・採決）

追加日程

 発議第 ５号 放射能汚染に対する正しい知識の周知と風評被害防止のための指導を求

        める意見書

 発議第 ６号 除染に対し国が責任を持って取り組むことを求める意見書

 発議第 ７号 「にっしん夢まつり・夢花火」大会への指導を求める決議

 発議第 ８号 原発被災損害賠償請求手続きに関する意見書

 発議第 ９号 原発被災損害賠償請求手続きに関する要望書

 発議第１０号 原子力災害対策室の拡充を求める要望書

 議報告第４号 所管事務調査結果報告について

 議報告第５号 議員研修会等の報告について

        所管事務調査について

        議員の派遣について
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          ◎開議の宣告 

○議長（佐藤喜三郎君） ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しております

ので、これから本日の会議を開きます。 

                           （午後４時５１分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１，会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、議長において３番議員 鴫原利光君、４番議

員 高橋道也君を指名いたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで、お諮りいたします。 

 本日の会議時間は、議事の都合により延長したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日の会議時間は、延長することに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで暫時休議いたします。 

                           （午後４時５２分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。         （午後５時５４分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで、斎藤代表監査委員から発言を求められておりますの

で、これを許します。斎藤代表監査委員。 

○代表監査委員（斎藤庸夫君） まず、はじめに、この議会の最中に、私事で欠席いた

しまして、皆様にご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。 

 続きまして、９月１４日の審査意見書に対する１番 高橋道弘議員の質問につい

て、ご報告いたします。 

 ご質問の実質収支比率につきましては、２.９は誤りで、正しくは４.８となりま

す。是非訂正お願いしたいと思います。このことは、単なる数字のミスということ

ではなくて、むしろ私としましては金額で約１億円の黒字増、並びに率で２ポイン

トの改善ということをこの意見書の中で訴えることができなかったということを私

自身が残念に思っております。今後、こういうことのないように十分注意したいと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、高野善兵衛君から発言を求められておりますので、こ

れを許します。高野善兵衛君。 

○１５番（高野善兵衛君） 私からお願い事があります。去る９月１４日の予算質疑の

中で、私、不適切な発言をいたしましたので、取消しをお願いいたします。 

 申し上げます。飯舘村を中傷するような発言であったと反省しておりますので、
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お詫び申し上げ、訂正をよろしくお願いいたします。 

 詳しく申し上げます。「までいなずぼら」という言葉を発しましたので、訂正さ

せていただきます。 

○議長（佐藤喜三郎君） それでは、ただいま高野善兵衛君から９月１４日における発

言において、会議規則第６４条の規定によって、不適切な発言の部分を取り消した

いとの申し出でがありました。 

 お諮りいたします。 

 これを許可することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 したがいまして、高野善兵衛君からの発言の訂正を許可することに決定いたしま

した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２，請願の審査結果について報告を行います。 

 産業建設常任委員長、報告願います。産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三浦浩一君） 請願の審査結果を報告いたします。 

 本委員会に付託された請願は、９月１５日、審査の結果、次のとおり決定したの

で、川俣町議会会議規則第９４条第１項の規定により報告をする。 

 番号、件名、審査結果、意見について報告いたします。 

番 号 件    名 審査結果 意  見 

５ 
町道細越・笛田線整備関する請願

書
採  択  

６ 
町道油田・餅石線整備改良と町道

認定に関する請願書
採  択  

   以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） 請願第５号「町道細越・笛田線整備に関する請願書」を採決

いたします。 

 この請願に対する産業建設常任委員長の報告は採択です。本案について委員長報

告のとおり決することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって請願第５号は、委員長報告のとおり採択とすることに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 請願第６号「町道油田・餅石線整備改良と町道認定に関する

請願書」を採決いたします。 
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 この請願に対する産業建設常任委員長の報告は採択です。本案について委員長報

告のとおり決することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって請願第６号は、委員長報告のとおり採択とすることに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第３，平成２２年度各会計の歳入歳出決算並びに平成 

２３年度各会計の補正予算の審査結果等について、各委員長から報告願います。 

 最初に、総務文教常任委員長、報告願います。総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（遠藤宗弘君） 総務文教常任委員会に付託されました事件の審

査結果を次のとおり報告いたします。 

 議案第８４号、平成２２年度川俣町一般会計歳入歳出決算認定のうち、本委員会

の所管事項について審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第６２号、平成２２年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算について審査

の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第７０号、平成２３年度川俣町一般会計補正予算（第５号）について、審査

の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第７５号、平成２３年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）につい

審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で審査結果の報告を終わります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、産業建設常任委員長、報告願います。 

 産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（三浦浩一君） 産業建設常任委員会に付託されました事件の審

査結果を次のとおり報告いたします。 

 議案第８４号、平成２２年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定のうち、本委員

会の所管事項について審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第６１号、平成２２年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について

審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第６３号、平成２２年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算につ

いて審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第６９号、平成２２年度川俣町水道事業会計決算の認定について審査の結果、

原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第７０号、平成２３年度川俣町一般会計補正予算（第５号）のうち、本委員

会の所管事項について審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第７４号、平成２３年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて審査の結果、原案を可決すべきものと決定をいたしました。 

 議案第７６号、平成２３年度川俣町水道事業会計補正予算（第２号）について審

査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 
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 以上、審査結果の報告を終わります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、厚生常任委員長、報告願います。厚生常任委員長。 

○厚生常任委員長（菅野意美子君） 厚生常任委員会に付託されました事件の審査結果

を次のとおり報告いたします。 

 議案第８４号、平成２２年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定のうち、本委員

会の所管事項について審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第５７号、平成２２年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第５８号、平成２２年度川俣町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定につい

て審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第５９号、平成２２年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第６０号、平成２２年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について審査の結果、原案を認定すべきものと決定いたしました。 

 議案第７０号、平成２３年度川俣町一般会計補正予算（第５号）のうち、本委員

会の所管事項について審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第７１号、平成２３年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第７２号、平成２３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第７３号、平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について審査の結果、原案を可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で審査結果の報告を終わります。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第４，議案第８４号「平成２２年度川俣町一般会計歳入

歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第５，議案第５７号「平成２２年度川俣町国民健康保険

特別会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第６，議案第５８号「平成２２年度川俣町老人保健特別

会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第７，議案第５９号「平成２２度川俣町介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第８，議案第６０号「平成２２年度川俣町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 
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○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第９，議案第６１号「平成２２年度川俣町簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１０，議案第６２号「平成２２年度川俣町奨学資金特

別会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１１，議案第６３号「平成２２年度川俣町工業団地造

成事業特別会計歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１２，議案第６９号「平成２２年度川俣町水道事業会

計決算の認定について」を議題といたします。 
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 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案を委員長報告のとおり認定すること

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり認定されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１３，議案第７０号「平成２３年度川俣町一般会計補

正予算（第５号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。新関善三君。 

○９番（新関善三君） ９番 新関善三です。厚生委員会の方に付託されております内

容の中では、除染の問題が審議されておったわけでございますけれども、現にこれ

ら一般質問の中ではすべて除染の処理場所、これを決定してから具体的にやるんだ

というふうな具体的に明示をされておるわけでございますけれども、もう既に予算

の承認もされない、あるいはそれらの仮置き場も決定されない中で実施をされたと

いうような経過があるわけでございまして、こうなりますと、このような実施方法

でありますならば、やる分には確かに除染をしながら子どもたちの住み良い環境、

あるいは除染に対します認識を新たにして学業に励んでもらうというような趣旨は

十分に理解できるわけでございますけれども、町長が約束しておるにもかかわらず

実施されてしまったというような経過があるわけでございますので、それと、まだ

予算が承認されないで実施されたというふうな経過があるわけでございますので、

そういったこと等につきましては、根本的に議会軽視、あるいは住民感情を逆撫で

するものであるということから、私は、これら認定されたもの等については反対を

させていただきます。 

○議長（佐藤喜三郎君） ほかに討論はありませんか。昆久美子君。 

○７番（昆 久美子君） 私は、賛成の討論をさせていただきます。 

 ただいま反対者の意見の中に、予算可決を前に実施したことが問題だということ

でございましたが、今回、実施された除染の事業の事業主体者は、日和田鉄炮町自

治会でございます。県の補助事業として実施するということですが、県のほうのこ

の補助事業に関しましては、もう既に除染活動を実施した団体にもさかのぼって適

用するというふうにしておりますので、町もその方針で私は一向に構わないだろう

と思います。ただ、問題は、除染後の仮置き場の問題でございますが、これも私も

先の質問で当局に質したところ、町は責任を持って仮置き場を確保するということ

でございましたので、それを信じて私は賛成いたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） ほかに討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 
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○議長（佐藤喜三郎君） これで討論を終わります。 

 これから議案第７０号を採決いたします。この採決は起立によって行います。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（佐藤喜三郎君） 起立多数です。 

 よって、議案第７０号は、原案のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１４，議案第７１号「平成２３年度川俣町国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１５，議案第７２号「平成２３年度川俣町介護保険特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１６，議案第７３号「平成２３年度川俣町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 
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 よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１７，議案第７４号「平成２３年度川俣町簡易水道事

業特別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１８，議案第７５号「平成２３年度川俣町奨学資金特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１９，議案第７６号「平成２３年度川俣町水道事業会

計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、議事日程の追加についてお諮りいたします。 

 発議６件、議報告２件、その他２件を本日の日程に追加し、議題にしたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 
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             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 したがいまして、発議６件、議報告２件、その他２件を本日の日程に追加するこ

とに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第１，発議第５号「放射能汚染に対する正しい知識

の周知と風評被害防止のための指導を求める意見書」を議題といたします。 

 局長朗読。事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君） 別紙発議書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで提出者の説明を求めます。 

 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 提案いたします。 

 放射能汚染に対する正しい知識の周知と風評被害防止のための指導を求める意見

書 

 去る９月１８日に愛知県日進市で行われた「にっしん夢まつり・夢花火」大会の

実施団体では、当町で製造された花火８０発を打ち上げる計画を立てていただいた

にもかかわらず、放射能汚染を懸念する声により愛知県産の煙火と差し替えられた

事について強い憤りを感ずるものである。 

 この度の大震災の復興を願い、全国各地で各種事業に取り組んでいただいている

が、松本龍前東日本大震災復興対策担当大臣、鉢呂吉雄前経済産業大臣発言に象徴

される人格を疑われるような発言は、被災地住民の感情を逆なでするものであり、

類似問題が後を絶たないことは誠に遺憾である。 

 度重なる風評問題は、当町として看過し得ないもので、被災当事者として大変遺

憾であり、また受け入れがたく、川俣町議会は下記の事項について強く要望するも

のである。 

                   記 

 １．国は、放射能汚染に対する正しい知識を全国民に対し、速やかに周知するこ 

   と。 

 ２．国は、この度の「にっしん夢まつり・夢花火」大会主催者に対し、適切な指 

   導を行うこと。 

 ３．国務大臣は被災住民の感情を逆なでするような発音を一切しないこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  平成２３年９月２０日 

  内 閣 総 理 大 臣 野田佳彦 様 

  総 務 大 臣 川端達夫 様 

  経 済 産 業 大 臣 枝野幸男 様 

  東 日 本 大 震 災 

  復興対策担当大臣 平野達男 様 
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  原発事故の収束及び 

  再発防止担当大臣 細野豪志 様 

                     福島県伊達郡川俣町議会 

 以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） これより質疑に入ります。本案について質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議第５号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第２，発議第６号「除染に対し国が全責任を持って

取り組むことを求める意見書」を議題といたします。 

 局長朗読。事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙発議書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで提出者の説明を求めます。 

 菅野意美子君。 

○８番（菅野意美子君） 除染に対し国が全責任を持って取り組むことを求める意見書 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故は、放射性物質による環境汚染の拡大を招

き、川俣町住民の生活と健康を根底から破壊している。 

 この不安と混乱の中、８月２６日に政府は「除染に関する緊急実施基本方針」を

決定した。 

 しかしながら、その内容は事故発生から１年の期間内に積算線量が２０ミリシー

ベルトを超えるおそれがある警戒区域や計画的避難区域については、国が主体的に

除染を実施するとされているが、年間の積算線量が２０ミリシーベルト以下の地域

は市町村が国の支援を受けながら実施するとされている。 

 このことは、今般の原子力災害において、国と東京電力㈱が全責任をもって対応

するよう求めてきたことに相反するものであり、断じて受け入れがたいものである。 

 よって、本町議会は今般の原子力災害における除染については、年間の積算線量

が２０ミリシーベルトを超えない地域についても、原子力を推進してきた国が全責

任を持って除染するよう強く求めるものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  平成２３年９月２０日 
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  内 閣 総 理 大 臣 野田佳彦 様 

  経 済 産 業 大 臣 枝野幸男 様 

  原発事故の収束及び 

  再発防止担当大臣 細野豪志 様 

  東 日 本 大 震 災 

  復興対策担当大臣 平野達男 様 

                     福島県伊達郡川俣町議会 

 以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） これより質疑に入ります。本案について質疑ありませんか。 

 高橋道弘君。 

○１番（高橋道弘君） 私は、本意見書については、全面的に賛成するものであります

が、提案者にお聞きをしたいんですけど、この意見書は、国が全責任を持って除染

しなさいと、こういうことを国に要望するものであります。先ほど可決されました

２３年度の一般会計補正予算においては、国の県が進める線量軽減化事業を予算化

したものでありますけれども、地域住民が国の補助金をもらって、自分たちの生活

環境の中から放射能を除染をしていくんだということを、まあ簡単に言えば、国が

県に丸投げして、県が市町村に丸投げして、市町村がそれを受けてなんとか住民と

苦労してやっているというのが現状であります。そういった趣旨からいいますと、

本意見書とは整合性のない事業であるわけでありますが、提案者としては全責任を

持って国がやるということの中身については、どのようにご認識なのかお伺いをい

たします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 提出者説明願います。菅野意美子君。 

○８番（菅野意美子君） この除染に対して、国が全責任を持って取り組むことを求め

る意見書でございますが、この意見書につきましては、この内容のとおりでござい

ますけれども、この川俣町におきましては、町長の発言で仮置き場が決まらないう

ちは事業には着手しないことを明言しておりましたし、委員会でもずいぶん仮置き

場については議論を何時間もいたしましたし、担当課長にもいろいろ説明をいただ

きましたので、町としては、仮置き場を責任を持って決めるということで、私たち

委員会では、そういうふうに決まってあるし、この意見書も全責任を持って国がや

るということに対して、それを信じて意見書を出すものでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） ほかに質疑ありませんか。高橋道弘君。 

○１番（高橋道弘君） 私がお聞きしましたのは、そういうことではなくて、国が全責

任を持ってやるということは、例えば警戒区域だとか２０キロ圏内においては国が

全責任を持ってやるということで、その仮置き場の選定から除染の方法から全部や

っているわけでありますよ。ところが２０ミリシーベルト以下であるというところ

は、山木屋はだからやらないわけですよね、国がやるということになっていますか

ら。ですから、そういうことから言うと、川俣で言えば、山木屋地区以外で国が全
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責任を持って除染をしろということについては、具体的にはどういうことを想定な

さっているのかということをお聞きしているだけです。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野意美子君。 

○８番（菅野意美子君） あの自治会中心にボランティア、除染活動の工程です。それ

を１３、今回の補正には挙がっていますけど、１３か所設定されまして、まあ６か

所は決まっているということで、それをやるようにはなっておりますので、じゃな

いんですか。違う、だからこれは意見書ですので、国の責任の下に町としても責任

を持ってやっていくということでございます。以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） ほかにありませんか。高橋道弘君。 

○１番（高橋道弘君） 私のイメージで言えばですよ。例えば私は先ほどそういう意味

で同僚議員と同じで、補正予算にはその１点だけで誠に町長には申し訳ないんだけ

ど反対させていただいたんですけども、要はその国が全責任を持ってやるというこ

とであれば、例えば今進めている線量低減化事業もですよ、国からくる補助金は５

０万円だけじゃないですか。そして、仮置き場も不十分ながらも自治会で相談して

町が、町長ね責任を持って押さえると、こういうふうに言っているわけであります

が、実際はほとんどボランティアで成り立っているわけでありますよ。ですから、

線量低減化事業はやるとしても、例えばその分はきっちりとボランティアでなくて

国に要求していくんだとか、東電に補償賠償させていくんだとか、賠償額を求めて

いくんだとか、そういうことはイメージなされてないのかということ、その具体論

をお聞きしたいわけなので、その辺はどういうふうにお考えなのでしょうか。この

仮置き場の問題を含めてですね、その設置費用、あるいは出てきて除染活動に参加

した地域住民の方々の日当、そういったものをどのように、あるいはそれで健康被

害になったらば、健康補償という問題も出てくるわけですから、そういったものを

含めて、どういうふうに具体論としては考えてなさっているのかなと、提案者です

からお聞きをしているだけです。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野意美子君。 

○８番（菅野意美子君） 今、高橋議員の言われたとおりにやっていただくように、こ

の意見書を出しました。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） ほかに質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議第６号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 
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 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第３，発議第７号「「にっしん夢まつり・夢花火」

大会への指導を求める決議」を議題といたします。 

 局長朗読。事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙発議書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで提出者の説明を求めます。 

 三浦浩一君。 

○１１番（三浦浩一君） 「にっしん夢まつり・夢花火」大会への指導を求める決議 

 貴市におかれましては、東日本大震災の被災地・被災者に対し、震災復興支援の

ために市民挙げて取り組まれておりますことに対し、まず御礼申し上げます。 

 さて、去る９月１８日に貴市で行われた「にっしん夢まつり・夢花火」大会の実

施団体では、当町で製造された煙火８０発を打ち上げる計画を立てていただいたに

もかかわらず、放射能汚染を懸念する声により、愛知県産の煙火と差し替えられた

事について強く憤りを覚えるところである。 

 報道によると、一部市民からの放射能への懸念に対し、あらかじめ放射能汚染の

影響を調査せずに当町の煙火の使用は中止と決定されたとのこと。調査もせずに取

り組んだこのことは、被災者・被災地の心情に対し配慮を欠くばかりでなく、科学

的根拠に基づかない放射線への恐怖や風評被害を助長するものである。更には、被

災地住民が全力を挙げて復旧・復興に当たっている最中、川俣町民以外にも被災地

すべてに対し大いなる失望感を禁じえないものである。 

 この度の大震災の復興を願い全国各地で各種事業に取り組んでいただいているが、

既に数件の類似問題が発生しているにもかかわらず、同様の問題を貴市において発

生させたことは、震災復興支援とは程遠く、はなはだ被災者への配慮を欠いた、全

く無礼な行為と思われる。 

 川俣町は、一部地域が計画的避難区域に指定されているが、その他の地区では、

放射線問題とともにその風評被害に大きな苦痛を感じ、復旧・復興に向けて全力を

挙げて取り組んでいるところである。 

 今回の問題は、当町として看過し得ないもので、被災当事者として大変遺憾であ

り納得しがたく、また受け入れがたく、貴市の「にっしん夢まつり・夢花火」大会

の運営に対し強く抗議するものである。 

 以上決議する。 

  平成２３年９月２０日 

 愛知県日進市長 荻野幸三 様 

                     福島県伊達郡川俣町議会 

 以上でございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） これより質疑に入ります。本案について質疑ありませんか。 

 昆久美子君。 
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○７番（昆 久美子君） 私は、この決議を出すべきではないという立場から反対討論

をさせていただきます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 質疑だよ。 

○７番（昆 久美子君） 議長、ごめんなさい。 

○議長（佐藤喜三郎君） ほかに質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

 昆久美子君。 

○７番（昆 久美子君） 私は、この決議を出すべきではないという立場から反対討論

をさせていただきます。 

 今回、善意があだとなって、このような大騒ぎになりましたことは、私も全く悔

しい思いでございます。ただ、この花火大会の主催者は、実行委員会が民間団体で

あることから、自治体の長に抗議文を出すということは、筋違いではないかと思う

点がございます。それと聞くところによりますと、日進市長と実行委員会の代表が

近日中に当町にお詫びにいらっしゃるということも伺っておりますので、あえてこ

ういった決議文を出すまでもないと思いますので、反対させていただきます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、賛成討論はありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで討論を終わります。 

 これから、発議第７号を採決いたします。この採決は起立によって行います。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（佐藤喜三郎君） 起立多数です。 

 よって、発議第７号は、原案のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第４，発議第８号「原発被災損害賠償請求手続きに

関する意見書」を議題といたします。 

 局長朗読。事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙発議書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで提出者の説明を求めます。 

 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 提案いたします。 

 原発被災損害賠償請求手続きに関する意見書 

 ９月１２日、東京電力より配布された原発事故の損害賠償に関する請求手続きの

問題が指摘されている。 

 日本弁護士連合会の指摘では、この請求書自体が放射能汚染により居住困難にな

った建物や土地などの財産価値減少による補償等、「中間指針」において補償の対
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象とするようになっていたが書類には明記さていないこと。また請求用の説明書類

が１６０ページ、請求書類が６０ページにも及ぶ膨大なもので被災者の書き易さよ

り東京電力の負担を軽減することが念頭におかれており、被災者の多大な労力を強

いる内容となっていること。 

 また、本手続きは、高齢者や障害者にとっては、より困難さを強いている。更に

領収書などの関係書類の提出も義務付けられており、資料が被災者の手元に残らな

い仕組みになっている。後に請求手続きが発生した場合、証明困難となり泣き寝入

りを余儀なくされる可能性があること。 

 更に「Ａ１」の加害者である東京電力が被害者である住民に銀行などの金融機関

に情報の開示を認める同意書を求めていること。「Ａ２」の保証金請求書で「確認

事項」として請求は１回限りとすることなど、その内容は到底被災者の立場に立っ

ているものではないと指摘されている。 

 よって、国は東京電力に対し被災者救済の原点に立ち、指導するよう地方自治法

第９９条の規定により意見書を提出する。 

 １ 原発被災損害賠償請求手続き書類はもっと簡略化すること。 

 ２ 「Ａ１」同意書（提出用）にある金融機関等の情報開示は求めないこと。 

 ３ 「Ａ２」保証金請求書（提出用）「同一補償対象期間における、各補償項目 

   の請求は１回限りとすること」の確認事項を削除すること。 

 ４ 原発被災損害賠償請求手続きは被災者の立場に立って行うこと。 

  平成２３年９月２０日 

  内 閣 総 理 大 臣 野田佳彦 様 

  原発事故の収束及び 

  再発防止担当大臣 細野豪志 様 

  東 日 本 大 震 災 

  復興対策担当大臣 平野達男 様 

                     福島県伊達郡川俣町議会 

 以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） これより質疑に入ります。本案について質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議第８号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第５，発議第９号「原発被災損害賠償請求手続きに

関する要望書」を議題といたします。 

 局長朗読。事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙発議書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで提出者の説明を求めます。 

 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 提案いたします。 

 原発被災損害賠償請求手続きに関する要望書 

 ９月１２日、東京電力より配布された原発事故の損害賠償に関する請求手続きの

問題が指摘されている。 

 日本弁護士連合会の指摘では、この請求書自体が放射能汚染により居住困難にな

った建物や土地などの財産価値減少による補償等、「中間指針」において補償の対

象とするようになっていたが書類には明記さていないこと。また請求用の説明書類

が１６０ページ、請求書類が６０ページにも及ぶ膨大なもので被災者の書き易さよ

り東京電力の負担を軽減することが念頭におかれており、被災者の多大な労力を強

いる内容となっていること。 

 本手続きは高齢者や障害者にとってはより困難さを強いている。さらに領収書な

どの関係書類の提出も義務付けられており、資料が被災者の手元に残らない仕組み

になっている。後に請求手続きが発生した場合、証明困難となり泣き寝入りを余儀

なくされる可能性があること。 

 更に「Ａ１」の加害者である東京電力が被害者である住民に銀行などの金融機関

に情報の開示を認める同意書を求めていること。「Ａ２」の保証金請求書で「確認

事項」として請求は１回限りとすることなど、その内容は到底被災者の立場に立っ

ているものではないと指摘されている。 

 よって、被災者救済の原点に立ち、次のことを要望する。 

 １ 原発被災損害賠償請求手続き書類はもっと簡略化すること。 

 ２ 「Ａ１」同意書（提出用）にある金融機関等の情報開示は求めないこと。 

 ３ 「Ａ２」保証金請求書（提出用）「同一補償対象期間における、各補償項目 

   の請求は１回限りとすること」の確認事項を削除すること。 

 ４ 原発被災損害賠償請求手続きは、被災者の立場に立って個別訪問、面談等誠 

   意ある対応を行うこと。 

  平成２３年９月２０日 

  東京電力株式会社取締役社長 西澤俊夫 様 

                     福島県伊達郡川俣町議会 

 以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） これより質疑に入ります。本案について質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 
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○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議第９号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第６，発議第１０号「原子力災害対策室の拡充を求

める要望書」を議題といたします。 

 局長朗読。事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙発議書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ここで提出者の説明を求めます。 

 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 提案いたします。 

 原子力災害対策室の拡充を求める要望書 

 福島第一原子力発電所事故から６か月が過ぎたが、一向に事故収束が進まないま

ま、除染作業への取り組みや賠償金請求そして、避難者の健康問題などさまざまな

課題が新たに生じている。 

 このような中、川俣町では７月１日から、企画財政課内に原子力災害対策室を設

置し取り組んでいるが、賠償金問題ひとつとっても今後の対応には、問題が生じて

くるものと予想される。 

 ついては、川俣町議会として原子力災害対策室に必要な人員を配置のうえ、すべ

ての原発事故に充分対応できる組織として、課の設置を強く要望する。 

  平成２３年９月２０日 

  川俣町長 古川道郎 様 

                     福島県伊達郡川俣町議会 

 以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） これより質疑に入ります。本案について質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議第１０号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第７，議報告第４号「所管事務調査結果報告につい

て」、各常任委員長から報告を受けます。議会事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙報告書を朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） はじめに、総務文教常任委員長、報告願います。 

 遠藤宗弘君。 

○総務文教常任委員長（遠藤宗弘君） 総務文教常任委員会から所管事務調査を行った

ので、下記のとおり報告したします。 

 平成２３年９月２０日 

                   総務文教常任委員会委員長 遠藤宗弘 

                 記 

１．調査事項・方法 

 （1）石川県志賀町を訪問し、放課後児童クラブの概要及び子育て支援事業の概 

    要について説明を受け、研修を行った。 

 （2）石川県内灘町を訪問し、子育て支援センターの概要と運営状況、及び内灘 

    町コミュニティバス運行事業の概要について説明を受け、研修を行った。 

２．調査期日 

   平成２３年８月２２日から２４日までの３日間 

３．調査参加者 

   総務文教常任委員会  ５名 

   総務課        １名 

   議会事務局      １名 

     計        ７名 

４．調査結果及び報告については記載のとおりでありますので、省略させていただ

きます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、産業建設常任委員長報告願います。 

 三浦浩一君。 

○産業建設常任委員長（三浦浩一君） 本委員会は所管事務調査を行ったので下記のと

おり報告する。 

 平成２３年９月２０日 

                   産業建設常任委員会委員長 三浦浩一 

                 記 

１．調査事項・方法 

 （1）東京都国分寺市で開催された「第８回議員の学校」（主催、ＮＰＯ法人多摩 

    住民自治研究所）を受講し、大震災・原発事故と地方自治体の政策活動に 
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    ついて研修を行った。 

 （2）東京都千代田区の東京電力本店を訪問し、福島第一原子力発電所の状況等 

    について説明を受け研修を行った。 

２．調査期日 

   平成２３年７月２０日（水）から７月２２日（金）までの３日間 

３．調査参加者 

   産業建設常任委員会  ５名 

   建設水道課      １名 

   議会事務局      １名 

     計        ７名 

４．調査結果及び報告については、以下のとおりでございますので、よろしくお願

いを申し上げます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、厚生常任委員長報告願います。 

 菅野意美子君。 

○８番（菅野意美子君） 本委員会は所管事務調査を行ったので下記のとおり報告いた

します。 

 平成２３年９月２０日 

                   厚生常任委員会委員長 菅野意美子 

                 記 

１．調査事項・方法 

 （1）大阪府東大阪市の近畿大学原子力研究所を訪問し、放射線についての説明 

   を受け、研修を行った。 

 （2）大阪府東成区の高齢者のお立ち寄りところを訪問し、高齢者施設の運営に 

   ついて説明を受け、研修を行った。 

 （3）大阪府泉大津市を訪問し、火葬場建設について説明を受け、研修を行った。 

２．調査期日 

   平成２３年８月２９日（月）から３１日（水）までの３日間 

３．調査参加者 

   厚生常任委員会  ４名 

   保健福祉課    １名 

   議会事務局    １名 

     計      ６名 

４．調査結果及び報告については以下のとおりでございますので、よろしくお願い

いたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第８，議報告第８号「議員研修会等の報告につい

て」、報告を受けます。議会事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙報告書を朗読した。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 議会だより編集委員会委員長、高野善兵衛君。 

○１５番（高野善兵衛君） 議会だより編集委員会視察研修報告を朗読をもって報告し

ます。 

 このことについて、下記のとおり視察研修を行ったので報告する。 

 平成２３年９月２０日 

                 議会だより編集委員会委員長 高野善兵衛 

                 記 

１．日的  議会広報の編集、作成の研修 

２．場所  秋田県美郷町、秋田県羽後町 

３．日時  平成２３年８月１７日（水）から１８日（木）の２日間 

４．出席議員 ５名  事務局 １名 

５．研修会の内容につきましてはお手もとに配付のとおりでありますので、ご覧に

なってください。これで報告を終わります。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第９，所管事務調査について 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙報告書について朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） ただいま朗読のとおり、議会運営委員長から所管事務調査を

実施したい旨の通知がありました。 

 お諮りいたします。 

 所管事務調査については、議会運営委員長から通知のとおり、実施することにご

異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長から通知のとおり、実施されるよことに決定いたしまし

た。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 追加日程第１０議員の派遣について、議会事務局長。 

○議会事務局長（佐藤光正君）  別紙議報告書により朗読した。 

○議長（佐藤喜三郎君） お諮りいたします。 

 ただいま朗読のとおり参加することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま朗読のとおり、参加することに決定いたしました。 

         ◇          ◇          ◇ 

          ◎閉議及び閉会の宣告 

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 これで本定例会に付議されました事件はすべて議了いたしました。 
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 会期１３日間にわたり慎重に審議いただき誠にありがとうございました。心から

お礼を申し上げます。 

 これをもちまして平成２３年度第８回川俣町議会定例会を閉会いたします。ご苦

労さまでした。                     （午後７時０３分） 
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 本定例会で決定した事件は、次のとおりである。

 議報告第３号 例月出納検査の結果報告について

 報告第 ９号 寄附採納報告

 報告第１０号 地方公共団体の財政の健全性に関する比率の報告について

 議案第８４号 平成２２年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定について

 議案第５７号 平成２２年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第５８号 平成２２年度川俣町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第５９号 平成２２年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６０号 平成２２年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

        て

 議案第６１号 平成２２年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６２号 平成２２年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６３号 平成２２年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

        いて

 議案第６４号 平成２２年度川俣町小島財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６５号 平成２２年度川俣町飯坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６６号 平成２２年度川俣町大綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６７号 平成２２年度川俣町小綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６８号 平成２２年度川俣町山木屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

 議案第６９号 平成２２年度川俣町水道事業会計決算の認定について

 議案第７０号 平成２３年度川俣町一般会計補正予算（第５号）

 議案第７１号 平成２３年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

 議案第７２号 平成２３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）

 議案第７３号 平成２３年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

 議案第７４号 平成２３年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

 議案第７５号 平成２３年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）

 議案第７６号 平成２３年度川俣町水道事業会計補正予算（第２号）

 議案第７７号 川俣町小島財産区管理会委員の選任について

 議案第７８号 川俣町飯坂財産区管理会委員の選任について

 議案第７９号 川俣町大綱木財産区管理会委員の選任について

 議案第８０号 川俣町山木屋財産区管理会委員の選任について

 議案第８１号 川俣町個人情報保護審査会委員の任命について

 議案第８２号 川俣町固定資産評価審査委員会委員の選任について

 諮問第 １号 人権擁護委員の候補者の推薦について

 発議第 ５号 放射能汚染に対する正しい知識の周知と風評被害防止のための指導を求

        る意見書

 発議第 ６号 除染に対し国が責任を持って取り組むことを求める意見書

 発議第 ７号 「にっしん夢まつり・夢花火」大会への指導を求める決議
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 発議第 ８号 原発被災損害賠償請求手続きに関する意見書

 発議第 ９号 原発災害損害賠償請求手続きに関する要望書

 発議第１０号 原子力災害対策室の拡充を求める要望書

 議報告第４号 所管事務調査結果報告について

 議報告第５号 議員研修会等の報告について

        所管事務調査について

        議員の派遣について
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   会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

       川俣町議会 議  長  佐 藤 喜 三 郎 

         同   署名議員  鴫 原 利 光 

         同   署名議員  高 橋 道 也 


